
取引先工場モニタリング結果 
 
取引先工場の評価 
当社の委託製造工場の一部には、国際機関や NGO のレポートで人権、労働、環境面でのリスクが高いとされる国・地
域に所在するものもあります。良品計画では、現地訪問監査などのモニタリングを実施することでリスクの防止・軽減に取
り組んでいます。また、製造委託工場が所在する国・地域で適用される人権、労働、環境に関する法令を遵守するだけ
でなく、人権・労働・環境に関する方針の策定、影響の評価、悪影響を防止する仕組みの導入等についても確認して
います。 
 
2022年 8月期は 27工場の訪問監査を実施しました。 
 
2022 年 8 月期に実施した監査において、 「生産パートナー行動規範」（ https://www.ryohin-
keikaku.jp/csr/code_of_conduct/coc_2020_jp.pdf）の項目のうち、「健康と安全」（労働安全衛生）と
「労働時間」に関する指摘が多く検出されています。良品計画は、これらの指摘の防止と改善のための取り組みを強化
していきます。 
 
モニタリング結果と当社の対応 
2022年 8月期は、下記のとおり、A～Eの 5段階評価において、Ａ評価が０工場、Ｂ評価が 18工場、Ｃ評価が 2
工場、Ｄ評価が 3工場、Ｅ評価が 4工場でした。 
Ｂ、Ｃ、Ｄ評価の工場からは改善報告を受けるとともに、Ｄ評価の工場についてはフォローアップ監査を実施予定です。
E 評価の工場で確認された主な指摘事項は、従業員の健康診断記録の未登録や入社前検査費の未払い、労働環
境や人権に関する方針と教育の不備などでした。E評価の工場については、取引の継続を審議し、取引継続となった工
場へは、特にリスクを防止・軽減するために積極的に改善要請を行いました。既に E 評価となった 4 工場すべての改善
完了を確認していますが、継続してリスクを防止・軽減に取り組む観点からフォローアップ監査を実施予定です。 
 
評価 内容 

A 指摘事項なし 

B 比較的リスクの低い不適事項あり 

C 労働安全衛生、賃金、労働時間、雇用契約、環境対応などに関わる不適事項あり 

D 労働安全衛生、賃金、労働時間、雇用契約、環境対応などに関わる不適事項が多い 

E リスクが高いことを疑わせる重要な不適事項がある 

 
労働安全衛生 
労働安全衛生で指摘された不適事項の多くは、火災安全、機械安全、個人用保護具、化学物質マネジメントに関し
てです。避難出口のサインランプが消えている、避難経路が物でふさがれている、機械の危険な箇所にカバーがついてい
ない、ゴーグルや安全靴などの個人用保護具を使用していないなどの不適事項に対し、万一の火災や事故発生した場
合、人命にかかわるリスクがあることを取引先工場へ説明し、是正を促して改善状況を確認しました。また、新型コロナウ
イルス感染拡大の影響により、消防訓練が実施できなかった不適事項について、消防訓練の重要性を取引先工場へ

https://www.ryohin-keikaku.jp/csr/code_of_conduct/coc_2020_jp.pdf
https://www.ryohin-keikaku.jp/csr/code_of_conduct/coc_2020_jp.pdf


説明し、現地法令に沿った実施を徹底するよう促しました。加えて、機械の危険な箇所についてカバー設置の徹底や、
個人用防護具の正しい着用を工場内の研修プログラムに盛り込むよう指導するなど、現地法令や良品計画の労働安
全衛生基準、ベストプラクティスなどに沿って、説明・指導を行っています。 
化学物質マネジメントでは、有害物質の容器に現地語で薬品名や MSDS(製品安全データシート)が適切にラベル

管理されていない、二段型コンテナが設置されていないなどのケースが発見されました。一過性の対応とならないよう、化
学物質を扱う担当者を集めて定期的に取り扱いや使用時の危険性などの研修を行い、現地法令や良品計画の労働
安全衛生基準、ベストプラクティスなどを説明しています。 また、化学物質保管/作業区域に緊急用洗眼場が設置され
ていないケースも指摘しましたが、これらはすべて 3 ヶ月以内に緊急用洗眼場の設置が完了しています。  
 
環境 
取引先工場において、エネルギー調査/評価（電気、熱、水など）や排水/ガス/騒音などの排出量調査がなされてい
ない工場がありました。これらの工場に対しては、現地法令に沿った調査実施を促し、環境影響分析を実施することで
環境への悪影響を最小限に抑える仕組みを導入するよう指導しています。 
 
労働時間 
取引先工場においては、労働時間を削減するために、生産計画立案方法の見直しを行うとともに、生産効率向上の要
請を行い、従業員のスキルアップトレーニングを実施しています。また、勤務体制の調整、生産性と連動した報酬制度の
採用などに取り組んでいることを確認しています。 
 
調達管理 
取引先工場で原材料にロットなどの管理表が添付されてない工場がありました。 
これらの工場に対しては、製品に重篤な不具合が発生した場合にリコールを最小限に抑える仕組みとして、製品に使用
している原材料、パーツなどをトレースできるようロット管理する事の重要性を指導しています。 
 


